
（別紙３）

～ 2026　年　３　月　2　日　

（対象者数） ８名 （回答者数） ８名

～ 2026　年　３　月　１８　日　

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・継続してスタッフ間の情報共有を密に行う

・研修等を実施して療育内容の向上を行う

2
・学校生活を予測して、お友達との関りややり取

りの学習を充実させる

3
・近隣の学校等の情報をスタッフ間で共有し、状

況を見据えた支援が充実するように取り組みます

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・利用日数に限らず、療育内容を充実させてお子

さまの「できた」を増やす対応をしていく

2

3

・学齢期及び個々の発達段階を踏まえた個別療育の

実施

・幼稚園や保育園と連携して、子供の困り感や情報

を共有して今必要な課題に迅速に対応しています

・２～３人程度の小集団療育を行うことで、お友達

とのやり取りや、相手の気持ちを知る学習を行うこ

とで、保育園等での集団生活での成果がみられてい

る

・遊びの中で、周りに配慮する経験の充実を意識し

て対応しています

・就学に向けて学校等の選択の検討、アドバイスの

実施

・毎回の報告内容の充実、保護者からの意見を常に

汲み取り就学に向けたアドバイスの実施を行ってい

ます

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・定員が少人数のため、年度途中での新規依頼や療

育日数を増やしたくてもできない
・多機能型事業所のため人数制限がある

2026　年　３　月　9　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026　年　３　月　24　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 療育ステーション　Colorful

○保護者評価実施期間
2026　年　３　月　2　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


